
北上するナラ枯れ －道南でカシノナガキクイムシを初捕獲－
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研究の背景

研究の内容

道総研

・ナラ枯れは、「カシノナガキクイムシ」とその随伴菌「ナラ菌」によって樹木が枯死する現象です。

・ミズナラ、カシワ、コナラなどが被害を受け、特にミズナラが枯死しやすいとされています。

・近年、被害発生地域が北上しており、青森県では2019年から被害が大幅に増加しました。

写真-1 青森県の被害地 （2020年10月）と
カシノナガキクイムシ（体長約5mm）

図-2 2020年までにナラ枯れが
報告された都府県

※ 林野庁HP「令和2年度
森林病害虫被害量（速報
値）」をもとに作図

■道内でもナラ枯れの被害発生が懸念されることから、カシノナガキクイムシの生息調査を実施しました。

・2020年、関係機関が連携し、北海道南端の3町（松前

町、福島町、知内町）で、道内初のカシノナガキクイム

シ生息調査を実施しました。

（※ 森林総合研究所・林業試験場が実施、北海道水産林務

部ほかが協力）

写真-2 フェロモントラップの構造と設置時の様子

研究の結果・結論
■松前町と福島町の森林（4カ所）で、カシノナガ

キクイムシ5個体（オス2個体、メス3個体）が捕

獲されました。

■捕獲地周辺を探索した結果、ナラ類の枯死木は

確認できませんでした。

Ozaki et al. (2020) より

図-3 トラップ設置林分の位置
○ ： カシナガが捕獲された林分
●： 〃 が捕獲されなかった林分

写真-3 松前産カシノナガキ
クイムシ
左：オス、右：メス

・北海道で、カシノナガキクイムシを初捕獲！

・今後、北海道でもナラ枯れ被害が発生する
可能性あり

・今回は7月初旬～8月の1カ月間、カシノナガキクイム

シを引きつけるフェロモントラップを20カ所に設置し

ました。

・早期発見と被害発生時の初期対応（伐倒駆除）
が重要！ 枯死木に要注意！

■お世話になった多くの方々にお礼申し上げます
■道総研研究費、JSPS科研費（JP18K05735)により実施

2. 樹幹に直径2mm程の孔がたくさんある

孔からフラス（木くずとフン）が出ている

3. 根元に大量のフラスがたまる

1. 夏以降、急速に枯れる

図-1 ナラ枯れ被害木の特徴
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令和3年 北海道森づくり研究成果発表会要旨集 (http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fri/kanko/kiho/kihor03.htm)
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